
AIは世界をより良く 
変えるのか、それとも 
単に変えるだけなのか？



このシリーズでは、新たに出現した生成AI技術が、組織、リーダー
シップ、労働力に及ぼす影響を探ります。
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世界を変える
重大なシフト

1440年、ヨハネス・グーテン

ベルクによって活版印刷が 
産業化され、1500年までに

約2,000万冊の本が 
ヨーロッパで作られました。

これは文字の発明以来の最初の情報革
命であり、社会を変革し、顕著なイノベー
ションと経済成長をもたらしました。

印刷機はまた、政治情報の流れ、世論
形成、政治における権力のダイナミク
スを革命的に変えました。政治的言論
を民主化し、政治運動を可能にし、よ
り活発に関わる市民を育みました。

つまり印刷機の発明からドイツの30
年戦争（1618年）やイギリスの内戦
（1642年）には、そこへ至る直接的な
影響が認められるのです。

印刷機が政治に与えた影響は今日まで
続いており、その遺産はメディア、コ
ミュニケーション、情報の民主化の発
展を形作っています。

私たちが現在直面している技術革新の
波は、この印刷機の発明より重要なも
のであると言っても過言ではありませ
ん。社会規範は再構成され、社会と世
界は不可逆的に変化するでしょう。こ
のプロセスは遅延、あるいは停止する
ことがないので、私たちは今、その変
化に備えておかなければなりません。
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技術進歩に対する
人間の反応

世界を変える革新に対し、

わくわくしながらも警戒心を

持つのは人間のさがです。

今日、私たちは自己生成技術という現
実に直面しています。この技術は、膨大
で多様なデータソースから知識を引き
出し、人間が数時間または数日かけて
行っていた作業を数秒で完了させます。
この技術の進化速度は目を見張るもの
であり、選択や制御を行う時間さえも
奪い去るかのようです1。

これらの技術がその真の価値やリスク
を十分に評価される前に、世界に解き
放つかどうかを選択することは現実的
ではありませんが、傍観者でいるとい
う選択肢はありません。

歴史は、私たちには正確な未来予測が
できないことを示しています。生成AI
技術がどう進化するかの予測は、技術
進化の速さと広範囲に及ぶ応用可能性
により著しく難しいものとなっています。
組織は、全体的なレベルと機能別に機
会とリスクを評価し、管理する必要が
あります。
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生成AI技術の
本質と可能性

AIは数十年にわたりさまざまな分野で進歩と応用を 
遂げてきましたが、その範囲と能力は時代と共に大きく

進化しています。

エキスパートシステムが主要なAI
応用技術として登場、特定の問題を
解決する目的で知識とルールがエ
ンコードされましたが、人間のよう
な知能の実現については限定的な
成果にとどまり、「AIの冬」と呼ば
れるAI研究資金と関心が低下する
時期が訪れました。

1970年代-1980年代

AIはアルゴリズム、計算能力、およ
び膨大なデータへのアクセスの進歩
により急速な進化を続けています。
AIアプリケーションは、音声アシス
タント、より個人化されたレコメン
デーション、スマートホームデバイ
スなど、日常生活にますます統合さ
れています2。

現在

計算能力の向上とビッグデータの
利用可能性が、機械学習、特に
ディープラーニングとニューラル
ネットワークの進展に寄与し、画
像認識、音声認識、AIレコメンドエ
ンジン、自動運転などの分野でAI
技術の応用範囲が拡大しました。

2000年代

機械学習が注目を集め、ニューラル
ネットワークと統計技術が進展しま
した。データマイニングや自然言語
処理などの実用的なAI応用技術が
出現し始めました。

1990年代
AIの分野が確立され、初期のAI研究
は記号推論と問題解決技術に焦点を
当てていました。1956年のダート
マス会議で、AIが正式な研究分野と
して誕生しました。

1950年代-1960年代

ディープラーニング技術がコンピュー
タビジョン、自然言語処理、強化学習
などの分野で大きな進展を遂げまし
た。AIシステムと技術の展開がより
広範囲に拡大し、医療、金融、小売な
どの産業に影響を与えました。

2010年代

説明可能なAI、AI倫理、ロボティク
スと自動化におけるAIなど、複雑
な課題に取り組み、新しいフロン
ティアを探求することを目指した
AIの研究開発が行われています。
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AIの歩みは、興奮と進化の時期、そし
て懐疑的な時期の双方により特徴付け
られてきました。最近のAIの進展と応
用は、次のような要因の融合によって
推進されています：
1. 膨大なデータセット（2010年までの
全歴史におけるデータ生成量を上回
るデータが日々生成されています）

2. 高速GPU（ハードウエアの処理能力
が鍵となります）

3. オープンソースソフトウエア（大規模
なグローバルコミュニティでの共同
作業により進歩が加速しています）

4. データサイエンティスト（この分野で
より高度に訓練された科学者がます
ます増えています）

これら4つの要因の影響によりAIの開
発が加速され、私たちは指数関数的な
開発曲線のスタート地点にいます。マ
イクロソフトの戦略責任者は、2022
年の春に同社が800社のAIソリュー
ションを開発する企業をモニタリング
していたと報告しましたが、6カ月後
には対象が8,000社に増えたとのこと
です3。
これは、多くの企業が積極的に追求す
る機会だけでなく、投資と開発の指数
関数的な成長をも強調しており、生成
AI技術やその他の技術の進化を加速さ
せるでしょう。
Chat GPTのようなオープンアクセス
ツールは、AIが可能性の領域から日常
の現実に移行した転換点に私たちを導
きました。

これらのテキストベースのツールは、
テキストの統合、Excelなどのプログ
ラムでのデータモデルのレビュー、 
予備調査に最適です。制約には、検索
結果の最新性、完全性、正確性が含ま
れます。これにより、バイアスや誤情
報が生じる可能性があります。これら
の弱点は認識されており、技術の反復
を通じて間もなく解決される可能性が
あります。
生成AI技術の完全な可能性と影響は、
魅力的でありながらも未知のものです
が、次のことが期待できます：
• 進化し続けるAI技術： 機械学習、自然
言語処理、コンピュータビジョン、ロボ
ティクス、ニューラルネットワークなど
の分野の進歩により、AI技術が急速
に進展します。 

• さまざまな産業でのAI統合の増加：
AIは引き続き、医療、金融、輸送、製
造、農業、カスタマーサービスなど、
数多くの産業で統合が進みます。AI
システムはデータ分析、意思決定、自
動化、および最適化を支援し、生産性
と効率を向上させます。
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• AI支援ヘルスケアの成長： AIは診断、
治療計画、薬の発見、ゲノミクス、パー
ソナライズド医療など、ヘルスケア分
野において重要な役割を果たします。
AIを活用したシステムは、医療専門家
がより正確で効率的なケアを提供す
る手助けとなり、治療成績の向上と疾
病管理の改善につながります。

• 自律システムの普及拡大： 自動運転、
ドローン、ロボットなどの自律システム
がより一般的になると予想されます。
AI技術はこれらの能力を向上させ、
交通、物流、配送サービス、製造など
の分野でより安全かつ効率的な運用
を可能にします。

• 自然言語処理（NLP）とヒューマンマ
シンインターフェース（HMI）の強化：
AIシステムは人間言語の理解と生成
の面で継続的に改善され、より高度な
チャットボット、バーチャルアシスタント、
自然言語インターフェースが登場しま
す。人間と機械のインタラクションは
よりシームレスで会話的になり、技術
との新しいやり取りの方法を可能に 
します。

• 倫理的かつ責任あるAIの開発： AIが
より普及するにつれて、倫理的な配慮、
公平性、透明性、説明責任に対する注
目が増加します。バイアス、プライバ
シー、セキュリティ、AIが仕事と社会
に与える影響などの問題に対処する
ために、責任あるAIの開発と使用を
保証する規制とガイドラインが策定さ
れます。

• 社会的善のためのAI： AIは気候変動、
貧困、医療格差、教育、人道的努力な
どの社会的および環境的課題に対処
するために活用されます。AIソリュー
ションは、持続可能性、平等、社会福
祉を促進するために開発されます。

• 人間とAIの協力： 未来のAIは、人間
とAIシステムの相互協力的な関係を
作る可能性が濃厚です。AIは人間の
能力を補完し、複雑な意思決定、デー
タ分析、問題解決を支援する一方で、
人間は文脈理解、創造性、倫理的判断
を担います。

ある意味で、私たちは「リハーサル」の
段階にいます。ツールはガバナンスと
管理システム、プロトコルを確立し、
その可能性を社会に広め、新しいスキ
ルを開発し、応用テストをするための
体験プラットフォームを提供するのに
十分に成熟してはいますが、まだ完全
には信頼できません。

ですがこれは、新しいツールにゆっく
りと適応する余裕があるという意味で
はありません。もっと賢いマシンが次
に控えており、すぐに実現してゆくで
しょう。組織はこの短いチャンスを捉
え、AIの文脈で枠組みを再構築する必
要があるのです。
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機会か脅威か？

AI生成技術のリスクが潜在的利益を上
回るかどうかについては意見が分かれ
ています。しかし、これらの技術の自
然な進化を阻止することは非現実的で
す。それらは無限の機会を提供します。
労働者にとって、技術は重労働や危険
な作業、反復的で単調なタスクの削減
に貢献しました。また、新しい、より興
味深く多様な仕事を生み出し、生産性
を向上させ、柔軟な働き方をサポートし、
より良い労働条件、より高い賃金、全体
的な生活水準の向上を実現しました。

一方で、技術は特定の分野で仕事を破
壊し、富の格差を悪化させ、極端な場
合、一部のテックジャイアントが世界
の富を支配し、公平なアクセスの問題
を生じさせ、プライバシーをさらに侵
食し、社会的および政治的な不安を引
き起こす誤情報を流布する可能性もあ
ります。

過去の傾向がAI主導の未来にどれだ
け関連しているかは不明ですが、AIが
次世代のイノベーションを引き起こし、
新しい労働分野を推進し、世界的な人
材需要を拡大し続けるという傾向が継
続することが予想されます。あるいは、
ますます洗練されたAI技術が、人間だ
けが行っていた複雑なタスク全体を実
行できるようになり、現実世界と仮想
世界が区別できなくなる未来を示して
いるのかもしれません。

リスクは現実のものであり、過去より
も積極的にモニタリングし、管理する
必要があります。この技術は地理的な
境界を無視するため、規制や管理は国
境を越えた一貫性あるものがより効果
的になるでしょう。

リスクと機会は 
イノベーションの 
自然な結果であり、 
二元的に単純化すべき

ではありません。 
技術進化の主要な 
転換点は、社会的および

経済的な結果に対して、

利益をもたらす可能性

と負の影響を与える 
可能性の両方を 
浮き彫りにしています。
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タイミングが全てです。 
世界の労働年齢人口の 
成長が急速に減少している 
時期に、人間の努力を 
置き換える可能性を持つ 
技術が台頭していることは、 
驚くべきシンクロ事例なの 
かもしれません。

歴史的に、より高度な教育を受けた人
口の増加は生産性の中心的な位置を占
め、能力（ケイパビリティ）と容量（キャ
パシティ）の増加を支えてきました。
しかし、その時代は終わりを迎えつつ
あります。

過去40年（1980年～2021年）で、世
界人口は78%増加しました。次の50
年間でこの成長は劇的に減少し、28%
になると予測されています4。

同時に、世界の労働年齢人口の成長は、
過去50年間の190%から次の50年間
で80%に半減するでしょう5。

すでに低い出生率による自然人口増加
がマイナスに転じている先進経済圏で
は、状況はさらに深刻です。これらの
国は人口増加を実現し、労働力の需給
バランスを取るために移民に依存して
います。

これは、生産性の向上と関連する経済
成長を継続させるというチャレンジと、
生成AI技術が生産性の主眼を人から
プロセスへと移行させることでパフォー
マンスを維持するチャンスの、両方が
論点となることを示しています。

1990年代以降、テクノロジーは生産
性向上の大部分を占めており、予測は
さまざまですが、一般的には生成AI技
術が今後数十年にわたって生産性を支
え、加速させると見られています6,7。

破滅の前兆というよりも、生成AI技術
は人口と労働力の成長鈍化影響を相殺
し、経済と社会のあらゆる分野を前進
させるソリューションを提供する可能
性があります。

幸運な
偶然か？
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歴史は新技術の影響に 
ついて貴重な教訓を 
提供してくれます。

新技術に対応する際には、

過去の技術進化の経験を

考慮することが有用です。

教訓1： 抵抗は無意味

歴史を通じ、破壊的な技術の導入は興
奮と抵抗の両方に遭遇してきました。
教訓は、抵抗は無意味だということです。
実用的な応用ができる技術が、抑制さ
れた例はありません。最近の例として
はソーシャルメディアの進化がありま
す。多くの組織が職場でのソーシャル
メディアプラットフォームへのアクセ
スを禁止または制限する措置を講じま
した。しかし、ソーシャルメディアの
社会的な受容性が高まるにつれ、彼ら
が投資した内部ツールはすぐに陳腐化
することになりました。

教訓2： 予期せぬことを期待せよ

未来を直線的に見ることは、しばしば
デフォルトになります。現状に基づい
て未来を想像する方が、未来が取りう
る多くの側面を考え、評価するよりも
簡単です。

通常、技術と支援インフラの収束が、
発展の方向性を決定します。この例は
インターネット市場の成熟です。初期
のオンライン小売業は、デジタル決済
や効率的な物流のような支援インフラ
の欠如により大部分が失敗しましたが、
一度これらが確立されると、Eコマース
のブームを引き起こし、伝統的な小売
業を大きく揺るがしました。

AI技術の急速な進化は、組織内の戦略
計画に高次の複雑さをもたらします。
技術主導型変化が有するダイナミック
な性質に合わせ、複数の展望と計画サ
イクルにわたる異なるシナリオの熟慮
が要求されます。

歴史からの教訓
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教訓3： 未来の兆しは今日に存在する

未来を示す指標があっても、それはし
ばしば無視されます。世界人口の傾向
に関する一般的見解はその良い例です。
ほとんどの人は人口が将来的に指数関
数的な増加を続けると信じていますが、
実際にはその逆です。今世紀の中頃か
ら終わりにかけて世界人口の成長率は
減少に転じ、この傾向が続けば次の世
紀にはその減少は加速するでしょう4。

未来の指標を見落としたもう1つの例
は、「1894年の大馬ふん危機」です。
当時、ニューヨークやロンドンなどの
主要都市は馬の数が増えるにつれて処
理が困難となった馬ふんに圧倒され、
簡単な解決策を見いだせていませんで
した。

タイムズ紙は、「50年後、ロンドンの
全ての通りが9フィートの馬ふんに埋
もれるだろう」と予測しました。しか
しこれは、1890年代には自動車がす
でに現代の形に達しており、すぐにで
も馬車に取って代わるであろうことが
予測されていた時代のことでした。

全てのリーダーが新興技術を積極的に
モニタリングし、その意味を考えない
限り、多くの資源が無駄な問題に費や
され、機会も失われることとなります。

教訓4： 速度は増すばかり

歴史を通じ、新技術の各段階はイノベー
ションのサイクルを加速させてきまし
た。インターネットとデジタル技術の
導入以来、変化のペースは前例のない
ものとなっています。グローバルな知
識の泉にアクセスし、地理的境界を越
えてリアルタイムにコミュニケーショ
ン、協力、イノベーションを行い、迅速
にテストし反復する能力は、循環的な
変化から動的な変化へのシフトを推進
しています。この文脈において変化は
常に存在し、組織のあらゆる側面にア
ジリティを組み込む以外に選択肢はあ
りません。

12 AIは世界をより良く変えるのか、それとも単に変えるだけなのか？



規制当局、
組織、
人々への影響
規制当局
歴史的に見て、規制は 
変革的な技術の導入と普及

に後れを取ってきました。

これは、社会的、政治的、経済的にネガ
ティブな結果を招いています。次世代
の技術がもたらすリスクは過去のもの
よりさらに重大です。データプライバ
シーやセキュリティのような直接的な
脅威はすでに明確です。特に低スキル
の労働者間における差別や格差を助長
する大規模な失業という広範な脅威は、
社会的および政治的な影響をもたらす
でしょう。また、最近の米国選挙で強
調されたような重大な政治的脅威も存
在します。

これらの脅威はテックリーダーにより
声高に叫ばれ、各国が対応しています。
EUは市場に出す前に新技術を承認す
るプロセスや、顔認証技術の使用を制
限するAI法を可決しました。

生成AI技術の直接的なリスクを何重
もの規制を通じて管理することが直接
的な目的かもしれませんが、これらの
技術がより広範な規制フレームワーク
にどのようにチャレンジしてくるかを
考慮することも同様に重要です。電気
自動車の普及が燃料税や消費税に挑ん
でいるのと同じように、生成AI技術は
時間の経過とともに税制から労働、通
信、年金制度、道路、プライバシー、健
康、財政まで、私たちの全ての規制環
境に挑戦することになるでしょう。
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組織
生成AI技術は、組織が生

産性とイノベーションを推進

する機会を提供しますが、 
他の破壊的な技術と同様に、

競争優位性の喪失、 
変化への抵抗、労働力の 
混乱というリスクも伴います。

リスクに基づいたアプローチを組織レ
ベルで採用することは理にかなっては
いますが、イノベーションを妨げたり
変革を遅らせたりするほどの保守性を
生み出してはなりません。

出発点は、AIの導入と展開方法に関す
る基準となる組織の倫理的フレーム
ワークを合意することです。マイクロ
ソフトの責任あるAI原則は、その出発
点を提供します。

マイクロソフトの責任あるAI原則：
• 公平性： AIシステムは全ての人を公
平に扱うべきです。

• 信頼性と安全性： AIシステムは信頼
性があり、安全に動作するべきです。

• プライバシーとセキュリティ： AIシス
テムはプライバシーを守り、尊重し、
保護するべきです。

• 包括性： AIシステムは全ての人を力
づけ、巻き込むべきです。

• 透明性： AIシステムは理解しやすいも
のであるべきです。

• 説明責任： AIシステムに対し人々が説
明責任を持つべきです。

AI生成技術は急速に進化しています。
組織はその進化を追跡し、新たに出現
する機会を捉えるために戦略を継続的
に更新する必要があります。

優先すべき事項は以下の通りです：
• AIの開発と応用におけるリーダーの
巻き込みと教育。

• 進捗を把握し、その応用について意思
決定を行うためのシステムとプロセス
の確立。

• AIの未来に適合するような運用モデ
ルの見直し。

• 組織のAI技術に対するビジョンにつ
いて、人々の巻き込みと教育。

• AIと人々のパートナーシップを通じて
生産性を加速するための新しいスキ
ルへの投資。

• Chat GPTやMicrosoft Copilotな
どの言語モデルの管理された使用や、
AIによるカスタマーサービスソリュー
ションへの拡張などの、テストと学習。

時間がたつにつれ、組織はAIの完
全な潜在能力を解き放つために
企業全体について再考する必要
があります。
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人々と仕事への影響
現時点では、AIによって仕事

を失うことはありませんが、 
AIにより間違いなく仕事の

内容は変わり、そしてAIを 
より上手に使える人に仕事を

奪われる可能性はあります。

機械が人間の共感、文脈理解、革新、道
徳的推論の適用、因果関係の理解、観
察と解釈、創造性、親切さ、資源を活用
する能力を持たないという安心感はあ
ります。あるいは交渉、紛争解決、対話
を通じたコミュニケーションなども同
様です。これらの人間固有の特性は、
完全な陳腐化から私たちを守ると考え
られています。

研究はまた、機械に対する人間のバイ
アスを示しています。私たちは他の人
と対話したいという傾向を有し、これ
により人がヒューマンインターフェー
スとしての役割を保持することにつな
がるかもしれません。しかし人々が機
械との対話に慣れ、機械がより効率的
で効果的で信頼できるようになって
いっても、その傾向が維持されるかど
うかは疑問です。

仕事への全体的な影響は予測できませ
んが、予測は全ての仕事が破壊される
ディストピア的な見解から、技術が前
例のない生産性とイノベーションを推
進し、より面白く多様で新しい仕事を
生み出すというポジティブな見方まで
幅広く分かれています。

影響は波として押し寄せ、避けられま
せん。自動化とタスクの増強はすでに
全ての分野に及んでいます。当初はルー
ティン作業に焦点が当たっていました
が、時間がたつにつれ、より洗練され
た技術がスキルの階段を上り、より高
度な作業へと移行し、そして新しい仕
事の9割が高等教育資格を必要とする
ようになると予測されています8。

仕事の冗長性は現実であり、直近では
自動化が容易な低スキルまたはルー
ティンの仕事に集中する可能性があり
ます。自動運転トラックはすでに登場
し、米国だけで400万人のドライバー
業務を置き換える可能性があります。
同時に、完全自動化された倉庫は140
万人の倉庫管理業務が代替される可能
性があり、360万人のレジ係もAIによ
る仕事の喪失リスクにさらされています。

世界経済フォーラムは、今後4年間で
6,900万人の雇用の構造的成長と
8,300万人の減少を予測しており、こ
れにより1,400万人の雇用が純減する
としています（WEF 2023）。この流れ
は、新たに創出される雇用に備え、失
業がもたらす影響を管理する必要があ
るという課題を浮き彫りにしています。
すでに多くの例があり、組織はAI生成
技術に対応して労働力の再編を行って
います。

IBMは主にバックオフィス業務で
7,800人の採用を削減しており、
British Telecomは2030年までに3万
人の削減を発表し、そのうち1万人は
AIに置き換えられる予定です。オース

トラリアの新しいデジタルラジオスター
トアップは、ベテランのニュースリー
ダーとAIロボットをニュースチーム
として雇用したと発表しました。

より即時的な人々の課題には以下のよ
うなものが含まれます：
• 技術による変化とその業務への影響
についての認識を促進すること。

• 変化を受け入れ、協力し、革新し、テク
ノロジーと効果的に協力するために組
織カルチャーを整えること。

• 変化する能力要件に応じたスキルの
習得とリスキリングに人々を巻き込む
こと。

• 能力と容量の要件に対してリソースを
動的に予測し、割り当てるためのシス
テムを確立すること。

• データ分析、文書レビュー、研究、単
純なライティングタスクが自動化され
るにつれて、卒業してゆく人の役割と
エントリーポイントを再定義すること。
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まとめ

主要なテクノロジーは、 
進化の時代においては 
常に社会的および経済的な

規範を揺るがし、短期的には

一部のグループに負の影響

を与えました。しかし全体的

には歴史が示すように、 
新しい技術が経済成長を 
促し、労働と生活水準を 
向上させてきました。
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生成AI技術が歴史の道筋をたどるか
どうかは定かではありません。これら
の技術が人々を補完するのではなく置
き換えるとする予測は奥深いものです。
それは前例のない生産性の向上、イノ
ベーション、そして新しい労働分野を
開拓し、ワークライフバランスの実現や、
より危険で単調な作業から人々を解放
する可能性があります。

また一方で、深刻な社会的および経済
的な混乱を引き起こす可能性もありま
す。これを避けるためには、雇用主と
政府が未来に先んじて対応し、テクノ
ロジーによって仕事を失う人々が意味
のある貢献をし、経済的利益を共有で
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きるように支援する方法を考える必要
があります。ベーシックインカムや労
働時間の削減などの初期の試みは有用
な経験を提供しますが、これらはシス
テム的な対応の一部として考慮される
べきです。

組織レベルでは、リーダーは共有され
た倫理基準に基づいて、情報に基づい
た意図的な行動計画を立てる必要があ
ります。それは人々を中心に置き、未
来と現れる機会に対する熱意を駆り立
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日本企業や日本人は特にリスク回避傾
向や保守性が高く、不連続な変化に弱
い傾向があります。結果的に乗り遅れ
た事例は、PC（独自規格にこだわり
IBMやAppleに後れを取った）、イン
ターネット（規制やインフラ整備が後
手に回りGoogleやAmazonに後れを
取った）、スマートフォン（既存ビジネ
スのガラケーにこだわり iPhoneや
Androidに後れを取った）など枚挙に
暇がありません。研究開発の方向性と
しても、日本は不連続な概念拡大（破壊
的イノベーション）よりも既存事業の

延長線上を深堀りする道（持続的イノ
ベーション）を選びがちです。無分別
にリスクを取ればよいというものでは
ありませんが、世界の構造を大きく変
化させる可能性を有した新技術に関し
ては、本レポートが示すように、真の
価値を見極めることが現時点では仮に
難しかったとしても、傍観者でいるこ
とは既に敗北を意味するのだというこ
とを忘れてはなりません。そして、生
成AI技術はまさにこの、「世界の構造
を大きく変化させる可能性を有した新
技術」なのです。
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を描き、成長・発展を遂げていくべきか」というところから

共に考え、実行し、目標の達成に貢献する、信頼されるビ

ジネスパートナーを目指しています。

EYが持つ全てのリソースを駆使して、クライアントの皆さ
まが対応能力を高め、成長を遂げ、より多くの利益を上げ

られるように、 EYの多様な専門家や、世界150以上の国
と地域、約40万人のメンバーとのコラボレーションによ
り、ストラテジーからエグゼキューション（M&A）、ストラ
テジーからトランスフォーメーションをワンストップで支

援します。
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EY  |  Building a better working world
EYは、「Building a better working world ～より良い社会
の構築を目指して」をパーパス（存在意義）としています。 
クライアント、人々、そして社会のために長期的価値を創出し、
資本市場における信頼の構築に貢献します。

150カ国以上に展開するEYのチームは、データとテクノロジー
の実現により信頼を提供し、クライアントの成長、変革および
事業を支援します。

アシュアランス、コンサルティング、法務、ストラテジー、税務
およびトランザクションの全サービスを通して、世界が直面 
する複雑な問題に対し優れた課題提起（better question）を
することで、新たな解決策を導きます。

EYとは、アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッドのグローバルネットワー
クであり、単体、もしくは複数のメンバーファームを指し、各メンバーファーム
は法的に独立した組織です。アーンスト・アンド・ヤング・グローバル・リミテッドは、
英国の保証有限責任会社であり、顧客サービスは提供していません。EYに
よる個人情報の取得・利用の方法や、データ保護に関する法令により個人情
報の主体が有する権利については、ey.com/privacyをご確認ください。EY
のメンバーファームは、現地の法令により禁止されている場合、法務サービス
を提供することはありません。EYについて詳しくは、ey.comをご覧ください。

EYのコンサルティングサービスについて
EYのコンサルティングサービスは、人、テクノロジー、イノベーションの力で
ビジネスを変革し、より良い社会を構築していきます。私たちは、変革、すな
わちトランスフォーメーションの領域で世界トップクラスのコンサルタントに
なることを目指しています。7万人を超えるEYのコンサルタントは、その多
様性とスキルを生かして、人を中心に据え（humans@center）、迅速にテク
ノロジーを実用化し（technology@speed）、大規模にイノベーションを推進
し（innovation@scale）、クライアントのトランスフォーメーションを支援し
ます。これらの変革を推進することにより、人、クライアント、社会にとっての
長期的価値を創造していきます。詳しくはey.com/ja_jp/consultingをご
覧ください。
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